
活 動 プ ロ グ ラ ム  

 団体名（特定非営利活動法人子ども達の環境を考えるひこうせん） 

 

１．事業内容 

□ 子どもたちの生活習慣や学習習慣の確立に関する活動 

□ 不登校（傾向）児童生徒対象の体験活動 

□ 自然体験、生活体験、社会体験に関する活動 

☑ 家庭教育支援に関する活動 

☑ 地域課題の解決に関する活動 

□ 地域人材の育成に関する活動 

    ※複数選択可 

 

２．活動プログラム名 

「 
こどもまんなか社会に向けて 

～はじめの 100か月の育ちビジョン実践プログラムの開発～ 
」 

 

３．目 標（ねらい） 

「はじめの 100か月」である子育て世帯と若い世代や地域の人々が共にビジョンを共有し、

ふれあいを通して、子育てを前向きに捉えたり、地域全体で子どもの育ちを応援していくこ

との大切さを実感する。 

 

４．活動計画  ※対象者の活動及び活動実施に向けた研修会等を記載してください。 

回 
★目標 

・活動内容・対象・参加者人数・スタッフ人数・会場等 
◆目指す参加者の姿 

（評価方法） 

第

１

回 

★子どもをとりまく様々な立場の方が、こどもまんなか

社会の実現に向けた「はじめの 100 か月ビジョン」につ

いて知り、実際に赤ちゃんやその親とかかわる体験をす

ることにより、其々が日常生活の中で自分にできる一歩

を考え、自分を含め周囲の人々の行動変容の可能性につ

いて考える事ができる 

 

〇活動内容 

話題提供『赤ちゃんをお世話してみませんか？』 

赤ちゃん親子を中心に、中学生・高校生・大学生・地

域の方など、様々な世代が集まって交流し、みんなで

100か月ビジョンを理解し交流する機会をつくる。 

〇対象： 

 中学生、高校生、大学生、乳児と子育て中の保護者、

地域住民、子育て支援者など 

〇参加者人数：親子６組 

◆「こどもの誕生前から幼

児期まで」は、人の生涯

にわたるウェルビーイン

グの基盤となる最も重要

な時期であることを知

り、全世代のすべての人

が、子どものウェルビー

イング向上を支えていく

ことの重要性を理解する

（プログラムを通しての   

声の聞き取り、当日アン

ケート） 

 

 

 

 



多世代（学生、地域住民など）９名 

〇スタッフ人数：４名 

〇開催時期：令和７年８月８日（金） 

１０：００～１２：００（受付 9:50） 

〇会場：ふれあい交流拠点「くるみの森」 

    伊部東コミュニティハウス 

 

 

 

 

５．展 開 

回 

時間 
内 容 準備物 留意点 

◆目指す参加者の

姿 

（評価方法） 

【第１回】 

     

多世代交流・ワークショップ 

【導 入】 

〇趣旨説明・ねらいの確認 

・名札 

・受付ボード 

 

・趣旨説明は事

前に参加者の

方々へ紙面で

お伝えしてお

く。 

 

   60分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60分 

【活 動】 

〇受付（9:50～10:00） 

① くるみの森にて、当日お越し

いただいている赤ちゃん親

子と中学生・高校生・大学生、

地域住民の方々で交流しな

がら過ごす。 

 

② その後、全員で別の部屋に移

動。赤ちゃん親子６組にも協

力いただき移動。 

 

〇３グループに分かれて座る。 

① 全員で、はじめの 100か月に

ついて共有。 

 

・赤ちゃん玩具 

・抱っこひも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ表 

・資料『はじめ

の 100か月「み

んなの応援ア

クション～社

会のすべての

みなさんへ」』 

・赤ちゃん親子

と参加者の交

流が促進する

ようサポート

していく。 

・交流のきっか

けになるため

の玩具や用品

を準備。 

 

 

 

・赤ちゃんにと

っても良い環

境を準備。 

 

・各グループに

スタッフが入

り、参加者の

気持ちが引き

出せるようフ

ァシテート。 

 

 

◆これから親になる若

者や赤ちゃんを取り

巻く地域の様々な世

代の方々が子どもと

過ごす喜びを知る 

（プログラムを通して

の声の聞き取り、当

日アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもが健やかに育

つために大切なこと

を知る。 

 

 

 

 



② グループごとに自己紹介 

 

③ わらべうたで交流 

 

④ テーマトーク 

〔テーマ１：ひろばで過ごして 

感じたこと〕 

 

〔テーマ２：子育ての喜びと 

大変さ〕 

 

〔テーマ３：子どもに優しいま

ちになるためにできること〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キーワード 

カード 

（テーマ１，２，３） 

・テーマトーク

記録シート 

・筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・わらべうたサ

ークルの大学

生の方の活躍

の機会作り。 

 

 

 

・参加者の発言

内容を知るた

めの記録シー

トを活用し、

印象に残った

内容を把握す

る よ う に し

た。 

 

・一般論になら

ず個々に実践

できそうなこ

とを具体的に

挙げて頂ける

ようにファシ

リ テ ー ト す

る。 

 

 

◆わらべうたを通して

赤ちゃんの心を育て

る遊びや関わりを知

る 

 

 

 

◆テーマトーク 

ひろばでの赤ちゃん

とのふれあい体験

や、赤ちゃんの保護

者の体験談などか

ら、社会全体で子ど

もの育ちを支え合う

ために、自分にでき

るアクションを起こ

してみたい気持ちに

なる。 

（プログラムを通し

ての声の聞き取り、

テーマトーク記録シ

ートの記述、当日ア

ンケート） 

 

 

 

 

10分 【振り返り】 

〇全体共有 

・何人かの方に本日の感想を聞く 

・まとめ 

 

・アンケート用紙記入 

 

 

 

・アンケート 

・筆記用具 

 

 ◆ワークを通して参

加者自身が自分に

できることを考え、

実践に向けて意欲

が向上する（プログ

ラムを通しての声

の聞き取り、当日ア

ンケート） 

 


